
                    

 

 

 
               

                 一生懸命に向き合う 

夏休み中、多くの部活動で 3年生が引退でしたので、できる限り応援に

行かせてもらいました。勝利を喜ぶ場面もたくさんありましたが、印象に

残ったのは“負けた試合”です。ギリギリの点差、大きな点差、大逆転の末

など…。中でも、相手チームと大きな力の差があり、点数も序盤からずいぶん離れ

ていた試合がありました。それでも三年生はチームに対して元気いっぱい

の声をかけ、１点でも取れたら笑顔で喜び、最後の最後まであきらめた

表情を見せることなく明るく戦い抜きました。でも、試合が終わった瞬

間に張りつめていた気持ちが切れたのでしょう、一気に涙が溢れ、挨拶をし

ながら顔をあげられない子どもたちに、保護者の方々も、私も、もらい

泣きしながら大きな拍手を送りました。 

自分自身の人生を思い返すと、負けて終わったことがほとんどです。

（みんなそうだと思ってきたのですが、私だけでしょうか…？）きっとオリンピ

ックでもその競技で金メダルを取れた人以外は、みんな負けて終わっています。で

も、どんなことでも、どんな場面でも一生懸命に向き合ったなら、経験値は「 負
マイナス

」

ではなく「正
プラス

」です。引退の涙はそのプラスの証明！ このプラスの経験は、

これからの人生のどこかで必ず生かされます！ どの部活動も本当によくが

んばりました。 

さて、行事盛りだくさんの二学期がスタートします。体育祭が憂鬱な人は“勝ち”

にこだわるからかもしれません。体育祭でも芸術祭でも、結果がすべてではなく、

『一生懸命に向き合ったかどうか』が大切です。振り返った時に、みんなの心

が一つになれたという一体感を感じられたなら、“負け”ても大成功です。終わった

時に、涙を流せる一生懸命さ、クラブだけでなく、二学期の行事でも味わって

もらえたら嬉しいです！ 
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９月の行事予定

日 曜 給食 部活 行　　事

8/ 29 火 × × 始業式　　一斉下校　　部活なし

30 水 × × 実力テスト①　放：保体委員会　　部活なし

31 木 × ○ 実力テスト②　午後：市内英語プレゼン大会

9/　1 金 × ○ 月1～3、特　　体育祭メンバー〆切り　　　短縮終了

2 土

3 日

4 月 ○ ○

5 火 ○ ○ ３年チャレンジテスト

6 水 ○ × 〈45分×6〉6限：応援練習　　　会議日　一斉下校　部活なし

7 木 ○ ○

8 金 ○ ○ 脊柱側湾検査（2年）13:30～

9 土

10 日

11 月 ○ ○ 放：委員会活動（分割）

12 火 ○ × 会議日　一斉下校　部活なし

13 水 ○ ○

14 木 ○ ○ 放：委員会活動（分割）

15 金 ○ ○

16 土

17 日

18 月 敬老の日

19 火 ○ ○

20 水 ○ × 会議日　一斉下校　部活なし

21 木 ○ ○

22 金 ○ ○ 〈45分×6＋生徒集会〉

23 土 秋分の日

24 日

25 月 ○ ○ 56限：応援ローテーション練習

26 火 ○ ○

27 水 ○ ×
〈45分×6〉　放：体育祭開閉開式リハーサル

（生徒会、保体委員、放送委員＋予行が必要な委員）

28 木 × ○ 〈50×3〉　火1～3　　午後：体育祭予行

29 金 ○ × 月4～6＋応援練習　　昼食後終礼、準備

30 土 × ○ 金剛祭・体育祭（雨天：水の授業）

１０/　３(火)体育祭予備日

１０/　４(水)振替休日

１０/１２(木)、１３（金）中間テスト

１０/２７(金)金剛祭・芸術祭


